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Abstract: 火山地質学において露頭情報データベースの整備・構築は研究だけでなく防災

やアウトリーチの面からも重要である。この実現には，研究者からの信頼性の高いデータ

の提供が不可欠であることから，利用する上で大きなメリットがあり，かつ共有可能なデ

ータについては公開してもらえるような仕組みが必要となる．そこで，露頭データの管理

を容易にすることを目的に、経緯度情報やキーワード等の入力を支援するツールの開発を

行った． 
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1. はじめに 

 火山地質学において露頭情報を軸とした研究

データの収集、蓄積は研究者個人だけでなく防災

やアウトリーチの面からも非常に重要である．こ

のような露頭情報データベースの重要性は，以前

より指摘されており，いくつかの提案およびシス

テム構築事例が存在する(横田 1996，勝野ほか

2002)．また近年では，ポータブルなデバイスを

利用した提案も行われている(吉川 2012)．  

福岡大学の産学官連携研究機関の１つである

国際火山噴火史情報研究所では，これらの先行研

究を参考に，より大規模で，かつ利用者層を拡大

できるような火山露頭データベースの提供を目

的として，これまでに， 

 

① 特定多数の専門家により編集された一般向

けの情報を公開するための噴火史情報 wiki 

ページ  
http://www.acrifis-ehai.fukuoka-u.ac.jp/media

wiki/ 

② 不特定多数の一般ユーザからの情報提供・共

有を目的とした，オープンプラットホーム 

Ushahidi を用いた地図情報サイト「じおロ

グ」 
http://www.acrifis-ehai.fukuoka-u.ac.jp/geolog 

 

の 2 種のウェブサイトを試験的に公開し，データ

ベース構築の方針について検討を進めてきた(鶴

田ほか 2012，奥村ほか 2013)． 

データベースを構築するにあたり，大量かつ有

益なデータを収集するためには，地質研究者から

信頼性の高いデータを提供してもらうことが不

可欠である．このため，研究者自身にとっても利

用する上で大きなメリットがあり，かつ共有可能

なデータについてはその一部を公開してもらえ

るような仕組みが必要となる．そこで，研究者が

個人的に所有している大量の露頭データの管理

を容易にすることを目的に，地図上から取得した

経緯度情報や任意のキーワード・コメントを露頭

画像のメタデータ領域に一括して付与すること

ができるツールの開発を行った． 
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ッファ操作に焦点を当て，空間オブジェクトの
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2. システムの機能要件と開発方針 

ツールの設計においては，実際に大量の露頭デ

ータを手作業で管理する作業を行っている研究

者の要望を事前聴取し，それらの要望のうち優先

度の高いものから設計・実装を行うものとした．

特に，大量に存在する古い写真など，経緯度情報

の付与されていない複数の画像に一括でメタデ

ータを付与する機能の実現を最優先課題とした．

現段階で実装済みの機能のうち，主な機能は以下

の通りである． 

1. メタデータ一括編集機能（経緯度情報、キー

ワード及びコメント） 

2. ベースマップ切り替え機能（電子国土／

OpenStreetMap／GoogleMap） 

3. 産総研地質図の重ね合わせ表示機能 

4. 地理情報プラットフォームとの連携機能（サ

ーバ上のデータの表示，サーバへのデータ

アップロード） 

なお，本ツールにおいては，基本的に，研究者

個人のデータは研究者所有の PC 上で管理する

ものとし，そのうちの任意のデータを，サーバ上

で稼働している地理情報プラットフォーム（デー

タベース）にアップロードすることを想定してい

る．現時点ではデータ表示およびアップロード機

能のみを実装しているが，将来的には更に高度な

連携も検討する予定である．また実行環境として，

Windows／Mac のいずれでも動作することが要

求として挙げられていたことから，Java で実装を

行うこととし，将来的な Web アプリとの連携を

見越して JavaFX2 フレームワーク上で開発を行

った． 

3. 各機能の詳細 

3.1 メタデータの編集 

デジタルカメラ等で撮影されたデジタル画像

には，撮影日時や撮影機材の情報等がメタデータ

として記録されている．また GPS 機能を搭載し

たカメラであれば，撮影場所の経緯度情報が同時

に記録可能となっている．このようなメタデータ

の記録方式として，現在，もっとも多く採用され

ている規格に，EXIF（EXchangeable Image file 

Format）と呼ばれる規格がある．EXIF によって

記録されるメタデータ（以下、EXIF 情報と呼ぶ）

としては，前述した撮影日時や経緯度情報の他に

も，各種撮影条件や撮影方向，標高といった情報

がある． 

一方，撮影後に付加情報として記録しておきた

いような，撮影者自身に関する情報や撮影対象に

関する詳細記述（デスクリプションまたはコメン

ト），キーワードなどは， IPTC（International Press 

Telecommunications Council：国際新聞電気通信評

議会)が定めた IPTC ヘッダもしくは IPTC Photo 

Metadata と呼ばれる領域（以下，IPTC 情報と呼

ぶ）に格納することができる． 

これらはいずれも専用のツールを用いること

で確認したり編集したりといったことができる

が，今回対象とするような大量の露頭画像を管理

する際には操作が煩雑となる．そこで，本ツール

では，複数のファイルを対象として，地図上から

取得した経緯度情報や共通のキーワードを一括

登録する機能を実装した． 

図-1 経緯度情報の一括入力 

図 1 は，複数ファイルを選択したのち，経緯度

情報を一括して登録する画面の例を示したもの

である．図の右側の入力欄において経緯度の値を

直接入力するか，もしくは「ベースマップから入

力」のボタンをクリックすることで，地図上に表

示されているマーカー上の経緯度情報を取り込

んで入力する．また直接入力した値が旧日本測地



系の値である場合には，自動変換することも可能

となっている． 

図 2 は，複数ファイルを選択したのち，キーワ

ードおよびコメントを一括入力する例である．同

一の機会に撮影した画像は，共通のキーワードを

付与することが多いため，このように一括してキ

ーワードやコメントを書き込むことで作業の煩

雑さを軽減する．この時，個々の画像データに対

して，登録済みのキーワードが存在する場合には，

上書きせずに新規キーワードを追加する点に注

意が必要である． 

 

図-2 キーワード・コメントの一括入力 

3.2 ベースマップの切り替え 

 本ツールの最大の特徴となる機能は，前節で述

べたメタデータ編集機能だが，露頭情報（画像）

に付与した経緯度情報に基づき，各画像を地図上

に表示する機能も重要な機能である．この地図表

示の際に使用する背景地図データをベースマッ

プと呼ぶ．ベースマップとしては，Google 社が提

供している Google Maps が広く利用されており，

Google Maps API を利用すれば簡単に地図情報シ

ステムを構築できるが，今回は，機能要件に関す

る聴取を行った地質研究者の要望により，国土地

理院が提供している電子国土地図1及びオープン

デ ー タ ラ イ セ ン ス で 提 供 さ れ て い る

OpenStreetMap2にも切り替えられる機能を実装

した． 

                                                        
1
 http://portal.cyberjapan.jp/index.html 

2
 http://www.openstreetmap.org/ 

3.3 地質図の重ね合わせ 

 機能要件に関する聴取を行った地質研究者の

要望により，産業技術総合研究所地質調査総合セ

ンター（GSJ）が提供している日本シームレス地

質図3をベースマップ上に重ね合わせて表示する

機能を実装した．原理的には，GSJ の地質図だけ

でなく研究者自身が所有している各種KMLの重ね

合わせも可能となっている． 

3.4 地理情報プラットフォームとの連携 

 本ツールと並行して，現在，国際火山噴火史情

報研究所で開発を進めている露頭情報データベ

ースのための地理情報プラットフォーム（奥村ほ

か 2013）との間でのデータの連携機能を実装した．

前述のとおり，本ツールは研究者個人の PC 内で

のデータ管理に利用してもらうことを前提にし

たものであるが，個人で所有するデータのうち共

有可能なものに関しては，データを公開してもら

うことを考えている．そこで，本ツールに登録し

たデータから任意のデータを選択し，アップロー

ドする機能を実装した．更に，アップロードされ

た共有データを地図上に同時に表示する機能も

実装した． 

4. プロトタイプの実装 

図 3 に，開発したプロトタイプシステムの利

用画面を示す．システムを動作させると中央に地

図が表示され，右端のペインに登録済みの画像フ

ァイル一覧がサムネイル画像付きで表示される．

サムネイルをクリックするとそれぞれのファイ

ルの詳細情報画面が表示され，そこから EXIF 情

報および IPTC 情報の確認および編集が可能と

なっている．また詳細画面上の画像をクリックす

るとオリジナルの画像が表示される．本体ウィン

ドウ上部に用意されたメニューからは，ファイル

登録，メタデータ編集、ファイルアップロードの

各機能が選択可能である．メタデータ編集機能で

                                                        
3
 20万分の 1日本シームレス地質図データベース

(2012 年 7 月 3 日版)． 産業技術総合研究所研究

情報公開データベース DB084 

http://portal.cyberjapan.jp/index.html
http://www.openstreetmap.org/


は，登録済みのファイル一覧から複数ファイルを

選択することができる．ファイルアップロード機

能では，登録済みのファイルから，データベース

サーバ上にアップロードするファイルを選択す

ることができる．さらに地図表示部の下にあるチ

ェックボックスを選択することにより，産総研地

質図との重ね合わせおよびデータベースサーバ 

上の共有データの表示を行う．ここで，データベ

ースサーバ上のデータは赤色のマーカーで表示

し，ローカルなデータとは区別するようにしてい

る． 

5. おわりに 

 本稿では，火山露頭データベース構築の一環と

して開発した，露頭情報の収集と共有を促進する

ためのメタデータ入力支援ツールについて報告

した．今後は，実際の運用を通して問題点を洗い

出し，機能の追加・改善を図る予定である． 
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図-3 開発したツールの利用画面例 


